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一　般　演　題

1．i77Lu・EI）TMPの骨集積に関する検討

　一一99”VTc・MDPとの比較一

安東　　醇　　安東　逸子　　（金沢大・保健）

利波　紀久　　　　　　　　　　　（同・核）

　mLuは物理的半減期6．75日であり，β一線は176・keV

（12．2％），384keV（9．1％），497　keV（78．6％）が放射さ

れ，γ線は113keV（6．4％），208　keV（11．0％）が放射さ

れる．

　1ηLuCl3溶液とEDTMP（エチレンジアミンテトラキ

スメチレンホスホン酸）からiηLu－EDTMP溶液を作製

し，ウイスター系ラットに静注し，1，3，24時間後

に屠殺して血液，骨など主要臓器への177Lu－EDTMP

の取込率を調べた．比較のために99mTC－MDPも同様

に行った．i7’Lu－EDTMPは非常に多く骨に取り込ま

れ，その取込率は99「nTc－MDPの骨取込率とほぼ同じ

であった．しかし，血液，肝臓等の骨以外への1ηLu－

EDTMPの取り込みは99mTc－MDPよりもはるかに少な

かった．

　i7’Lu－EDTMPは骨集積が多く，血液および軟組織

への集積が非常に少ないので、転移性骨腫瘍の除痛

剤として期待される．

2．エーテル結合を有するフッ素・18標識DAGアナ

　　ローグの合成（その2）：脱離基の選択と脱ベン

　　ジル化の方法について

籏野健太郎　　伊藤

井戸　達雄

健吾

（国立長寿研・生体機能）

　　（東北大・サイクロ）

　細胞内情報伝達測定剤Diacylglycerolのフッ素一18

標識体は代謝により脱エステル，脱フッ素化を受

け，bioavailabilityが低下する．これを避けるべくエ

ステル結合をエーテル結合に置き換えたアナローグ

の合成を検討した．【18F】fluorideによる置換反応を行

う際，プロモ基を脱離基とする反応は70°Cが至適で

あったのに対し，トシル基を置換する反応は100°C

まで収率が上昇した．得られた標識体は接触還元に

より脱保護した．水素ガスを用いる常法とともにギ

酸アンモニウムを水素供与体とする簡便法を試みた

が，常法の収率が勝った．1つの化合物を除き，良好

な収率で脱保護が可能であった．

3．長寿医療研究センターにおける18F－DOPAの合

　成と問題点の検討

　　川角　保広　　籏野健太郎　　嵜山陽二郎

　　加藤　隆司　　伊藤　健吾

　　　　　　　　　　　　（国立長寿研・生体機能）

　サイクロトロンHM－18および合成装置（住友重

機）を用い，石渡法によりi8F－DOPAを合成した．3％

F2／Neガスターゲットに重陽子を照射して得られ

る18F2ガスからAcO18Fを得，これと25　mgの原料

（MPDOPA）を反応させ，次いで加水分解を行い，反

応混合物をHPLC精製することにより，臨床測定に

適用可能な品質をもつ6－18F－DOPAが得られた．合成

を繰り返し行ったところ，安定した収量が得られな

い場合があった．その原因の一つとしてはサイクロ

トロンのビーム軌道の偏位の影響で18F2の回収量がば

らついたことが挙げられる．安定した18F－DOPAの収

量を得るためには，常にサイクロトロンから安定し

たビームが得られるように操作することが特に重要

であると考えられた．
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